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業績予想の上方修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 30年５月９日に公表いたしました平成 31年３月期通期連結業績予想

を修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 31 年３月期の通期連結業績予想数値の修正（平成 30年４月１日～平成 31 年３月 31 日） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主

に帰属する

 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

  （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （ 円 ） 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 56,045 6,012 5,714 3,802 38.98 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 57,442 6,700 6,500 4,450 45.62 

増 減 額 (Ｂ－Ａ) 1,397 688 786 648  

増 減 率 (％) 2.5 11.4 13.8 17.0  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 3 0 年 ３ 月 期 ) 
54,320 5,170 5,147 3,542 145.26 

  (注)平成 30年６月１日付で普通株式１株につき４株の割合をもって株式分割を行っております。平成 31年３月

期通期業績予想数値における「１株当たり当期純利益」につきましては、当該株式分割後の発行済株式数

（自己株式を除く）により算定しております。なお、当該株式分割を考慮しない場合の今回修正予想の１株

当たり当期純利益は、182.48円となります。 

 

２．業績予想および配当予想の修正の理由 

当連結会計年度において、ソリューション営業で前期の大口案件の反動減を見込んでおりましたが、

それらを上回る PC の更新需要を獲得したため、売上高は前回発表予想を 1,397 百万円（増減率 2.5％）

上回る見込みとなりました。利益については、企業の旺盛な需要を背景に、契約単価が上昇したことに

加えて、高付加価値案件の受注が増加したことにより、ソリューションデザイン事業をはじめとしてほ

ぼすべての事業で利益率が向上したため、営業利益は 688 百万円（増減率 11.4％）、経常利益は 786 百

万円（同 13.8％）、親会社株主に帰属する当期純利益は 648百万円（同 17.0％）、それぞれ前回発表予想

を上回る見込みとなりました。 

 

※ 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および合理的であると判断する一定の

前提に基づいており、実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性がありま

す。 

 

以上 

 


